
（仮称）土佐町教育支援センターの方向性について

基本方針

『誰一人取り残さない』

 支援を必要とする対象者の情報を漏れなく把握する。

 一人ひとりの個性を尊重し、社会的自立を目指して個別に最適な支援を行う。

 関係機関や地域と積極的に連携して、臨機応変に、最善の支援を行う。

機能

 安心して過ごせる場所

 相談窓口（電話相談含む）

 子育て支援

 教育支援（学習支援、体験活動）

 就労支援

 関係機関との連携コーディネート

体制

教育と福祉の連携による切れ目のない支援体制を構築するため、支援及び連携の核となる
支援チームを新たに設置する。

拠点

個々のニーズに合わせて柔軟に対応していくため１か所
に限定すべきではない。役場に近く、アクセスしやすく、
必要に応じて利用可能な既存施設を活用する。

(例) 旧森小学校、旧図書館、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、児童館

対象者

就学前～学齢期の子ども及び保護者から、学齢期を終え、な
お社会的・経済的自立が困難な若者までを支援対象とする。

（例）不登校児童生徒、引きこもり、発達障害、ネグレクト等
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副町長

町長、教育長

教育次長、研修指導員、不登校担当教員、
教育サポート教員（新規）、SSW、保健師、
社会福祉士、保育士、子育て支援専門員

健康福祉課、社協、民生児童委員、児童館、
図書館、学校応援団、若者サポステ、NPO、
地域団体 等

SC、臨床心理士、医師 等

センター長

副センター長

支援チーム

関係機関

外部専門家

家庭 地域

関係機関
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